


この4本のアニメーションは、日頃見慣れたアニメーションとは、
ひと味もふた味もちがった特異な印象を与えるだろう。端的に
言って、ストーリーやテーマ、イメージや表現技法のすべてが、常識
を超えて独創的だし、しかもラジカルなのだ。

ラルーはフランスの監督で 2本共描きアニメであり、シュヴァン
クマイエルはチェコ、ポースウィックはイギリスで、 2人共人形と
実写の複合アニメである。年代も70年代から 90年代までと幅が

ファンタスティック・
プラネット
1973年／フランス＋チェコ合作
/73分／メトロカラー
原作：ステファン・ウル
作画：ローラン・トポール

◎ルネ・ラルー監督

ルネ・ラルーの快感魔境

ガンダーラ
1987年／83分／フランス／
カラー／ドルピー・ステレオ
原作：ジャン＝ビエール・
アンドルヴォン
音楽：ガプレエル・ヤレド

日本のアニメは世界に誇れるものだし、たくさんの分野をカパーして
きたと思うけど、まだまだ世界は広いな～と思ったのが「ファンタスティッ
ク・プラネット」を見た時だ。体温感が違う、吸っている空気が違う、神経の

あるが、この 4本にはそのちがい以上に共通点が多い。

この4本が共振し合うのは、そのどれもが夢でも見ているように
奇妙な世界にみちみちていることである。そのシュールレアリス
ティックな魔術的光景や、かげりがあってさまざま解釈を誘発する
多義的宇宙は、いつまでも私たちの脳裏にこびりついて、いろいろ
な事を考えさせずにはおかない。ここにはアニメーションの魅力
の一方の極がある。 松本俊夫（映像作家）

アリス

ヤン・シュヴァン
マイエル監督

1988年／スイス＋西ドイツ＋英国合作／
84分／カラー
原作：ルイス・キャロル

••••••••••••••••••••••• 
お目々バッちり cu t e なアリス。
時折みせる美しい表情の中でかみひとえのきょうきな言葉。
私は自分のナミダで部屋中水たまりになっちゃうところと
ハートの女王の裁判シーンで大うそをヘーキでつくアリスが
スキになっちゃいました。

cu t eで一生けんめいな彼女だから…。

............あんじ（モデル・シンガー）

93年スペイン・シッチェス国際ファンタジー映画祭…監督賞
94年ポルトガル・ファンタスボルト映画祭…監督賞
94年英アカデミー賞••最優秀短篇映画賞

95年ゆうばり国際冒険・ファンタスティック映画祭…審査員特別賞

伝達速度が違う感じがする。血の色も違うよ、オナラだって全く違う匂いが
するよ、と文字通り異星の環境とは何か？が肌で伝わってくる、驚愕のアニメ
世界であった。これに比ぺれば、古今東西のアニメやSF 映画も、すべてすでに
ある景色の焼き直し、日常描写の延長線上にあるといってもいい。「違う世界
があるよ」と教えてくれた作品はあったが「ファンタスティック・プラネット」
のように「これが違う世界というものだよ」と驚異の環境感覚まで味あわせて
くれた作品はなかった。これは未来でも過去でもない！まさしく同時にどこかで

◎デイヴ・ボースウィック監督
親指トムの奇妙な冒険

進行してる「もうひとつの別世界」なのである。

作者はいったいどういう生活してるのだろう？自宅の裏庭にUFO が、いそう
ろうでもしているのだろうか？

彼のもうひとつの作品「ガンダーラ」は、モチーフがインドっぼかったりギリシャ
っぽかったりするので少しは通俗的な匂いがするのかな？と見始めたら、やはり
圧倒的な魔境感に包まれて驚かされた。ここにも彼の特異な時間感覚が生きて
いる。登場人物のぶっとび方、哲学的でグルーミー・アンニュイな世界観には麻薬

のような魅力がある。体感で訴える SFの進化形、彼の映画は音楽よりもアシッド
よりも五感に効＜！ サエキけんぞう（ミュージシャン）

6月10日（土）～23日（金）苫芥溢窃
（短編同時上映l 「ノーブラ」 (1998年／メキシコ／4分） ＊各作品の上映前に併映します

且9：ここ□巨旦！口且目］i芸三
■前売： 1 プロ券1,400円

2プロ券2,400円
＊劃場窓口、市内PG、チケットびあ他


